MINISTOCK　21　
　他地域にロータリー・クラブを設立するというポール・ハリスの方針に従って、サンフランシスコ(1908年)を初めとして西海岸沿いに新クラブが設立され始めたときのことです。

　1909年にロサンゼルス・ロータリー・クラブが誕生した後に，同市にナショナル・ロータリー・クラブという同じ“ロータリー”を名乗るクラブが創立しました。両クラブは競って会員を勧誘し，ともに150名の会員を擁して勢力を争ったということです。

　二つのクラブは、シカゴ・クラブの斡旋により1912年に合併して、円満解決に到ったのですが、これを先例として一行政区域におけるロータリー・クラブの数は一つであるべし、という原則が定められました。この原則は第二次世界大戦後にクラブ数が爆発的に増加するまで守られていました。

　またクラブ新設には然るべき認証の必要性が論じられ、当初はホスト・クラブが、後にはクラブ連合会が、引き続いてＲＩ本部が“認証状”を発行するようになりました。

MINISTOCK　2２
　1910年初頭、第４代会長、ハリー・ラグルスの後任会長の選考が行われました。このときチェスレイ・ペリーが会員から推されて第一候補になっていましたが、「対立候補を立てて選挙したらいい」と軽々しく口にしたことから、A.M.ラムジーとの間で熾烈な選挙戦が展開されることになりました。

　クラブはペリー派（青組）とラムジー派（紅組）に分かれて紛糾し、二度の選考会議はラグルスやポール・ハリスの自粛呼びかけにもかかわらず、収拾のつかない状態になりました。三度目の会議では混乱の中、ラムジーが僅差で逆転勝利し、第５代会長に選ばれました。ペリーはその後、ロータリー連合会、国際ロータリーへと活躍の場を移し､34年後に老齢でＲＩ事務総長を退任してから初めてシカゴ・クラブの会長に迎えられたのでした。

　この苦い出来事の反省としてペリーは、会長選考を会員の直接選挙で行うことを避けて、指名制度とすることをロータリーの標準定款に盛り込み、そして、ロータリー内部では分派行動やクラブ内派閥を認めないという組織原則を作り上げたのです。

MINISTOCK　2３
　クラブの活動方針や会長選考などの混乱の中で、ポール・ハリス、A.F.シェルドン、チェスレイ・ペリーを代表とする対外活動派の人々の視野は、シカゴ・クラブを離れて他クラブとの連合組織の設立へと向かっていきました。

　残されたシカゴ・クラブの「親睦・相互扶助派」の中にも変化が生まれてきました。それはラグルス、ニュートン、ネフ、ラムジーを初めとする進歩的なグループが出現し、ポール・ハリスらの対外活動派とは別行動をとりながら、「親睦」の上に立って対外活動を支えようとする“中間派”を形成したのです。

彼らの考えと行動とが、「親睦」の力を結集して、それに“サービス”の概念を重ねて「対外活動」に向けるという、ロータリー特有の奉仕姿勢を形成していくことになりました。

　これが今日、「ロータリーにあっては、いきなり奉仕のギアを廻すのではなく、まず親睦のギアを廻して、その動力を奉仕のギアに伝えなさい」という言葉になって伝承されています。

MINISTOCK　2４
　ロータリー・クラブの新設は、弁護士H.ウッドの尽力によりサンフランシスコ（1908年）で成功し、つづいてオークランド、ロサンゼルス（1909年）と、西海岸に展開していきました。

　東海岸では、シカゴ・クラブ第一の人格者と言われたＦ．ツｲ―ドがニューヨークでクラブづくりに成功し、これを契機に全米に拡大しました。

　このようにして1910年前半までに、次の16都市にロータリー・クラブが誕生していきました。

　①シカゴ、　②サンフランシスコ、　③オークランド、　④ロサンゼルス、　⑤ニューヨーク、　⑥ボストン、　⑦バッファロー、　⑧カンザス・シティ、　⑨リンカン（ネブラスカ州）、　⑩ミネアポリス、　⑪ニューオーリンズ、　
⑫ポートランド、　⑬セントルイス、　⑭セントポール、　⑮シアトル、
⑯タコマ

ロータリー・クラブ拡大の裏には、シカゴ・クラブで失敗した対外・社会活動を、全米規模の組織の中で実現しようとしたポール・ハリスとチェスレイ・

ペリーの綿密な計算がありました。　　　　
　　
MINISTOCK　2５
　1910年６月､16クラブがシカゴに集まって、全米ロータリー・クラブ連合会を結成しました。この大会でロータリー運動の創始者としてポール・ハリスが初代会長に、チェスリー・ペリーが幹事に選出され、定款、紋章が検討されました。つぎに話題に上っていた「企業問題委員会」の設置が決められ、会長のハリスは躊躇なくその委員長にA.F.シェルドンを任命しました。連合会の目的は以下のとおりです：

1 ロータリーの原理の拡大・発展、

2 ロータリー・クラブの業務と原理の統一、

3 市民の誇りと忠誠心の喚起・奨励、

4 進歩的で誇りうる商取引手法の推進、

5 メンバーの事業利益の増大。

これは商業道徳を問題にする人たちも、親睦・相互扶助を目指す人たちも、共に満足できるものでした。

　さらに、クラブの本質である「自主・自立」が脅かされるのではないかとの懸念に対して、結成された連合体にはクラブに対する命令権がないということが確認されました。

MINISTOCK　26
　全米ロータリー・クラブ連合会第一回大会の晩餐会でA.F.シェルドンがafter dinner speechを行いました。今日その全文が残されています。

――19世紀の実利主義の特徴は競争にあり、世紀末には、食うか食われるかという人間の本能をむき出しにした争いが最高潮に達しました。しかし20世紀になって人類は知性の黎明期を迎え、実利主義の特徴は協力することにあることを理解するのです。即ち、他人に利益をもたらすことこそが正しい経営学であり、販売哲理が人間に対するサービス学であり、それ故に:

He profits most who serves his fellows best.

    　同僚に対して最もよくサービスした者が最も多くの利益を得る
ということが理解されます。

私は、ここシカゴの地にロータリー・クラブが創設され、そして今、高度な意識に向かって全米ロータリー・クラブ連合会が結成されたことを歓迎し、それを“サービス”の救世主として20世紀の空に輝くきら星の如く歓迎するものです―――

MINISTOCK　27
　1910年に語った（＊）シェルドンのスピーチを、果たして、その晩餐会に居合わせた人たちの中で、どれほどの人が理解できたでしょうか。この年のシェルドンの言葉には、翌年のスピーチで有名になった言葉：

 　　“He profits most who serves best”

に加えて“仲間”という文字があることは、日本ロータリーの多くの先達が指摘しているとおりです。このとき、シェルドンはロータリー内部の相互扶助を意識していて、そこに“（商業）サービス”の概念を導入しようとしたと考えられます。ところが日本のロータリーでは、このシェルドンの言葉を正しく理解できていないように思われます。

　“service”とは元来、キリスト教の宗教用語であって、「神に仕える（奉仕する）」という意味でした。その後、聖職者が「神の御心に従って（魂や物質や病気からの）救済を行うことをserviceと言いました。ところでシェルドンは、人が人に行うサービス

（商業サービス）という（今日の社会では常識的な）サービス概念を、初めて使用したのでした。
＊シェルドンのスピーチ対訳対訳別途掲載
MINISTOCK　28
　1911年８月、オレゴン州ポートランドで全米ロータリー・クラブ連合会の第２回年次大会が開催されました。渡英のためにこの大会に欠席したシェルドンは、企業問題委員会委員長としてのプログラム・スピーチを幹事のチェスレイ・ペリーに依頼して、彼が演説原稿を代読しました。

　同じ“サービス”に関するテーマが連続してロータリーの大会で企画され、その全文が残されているということから、全米連合会がこの問題に取り組む熱い姿勢が読み取れます。‥‥‥シェルドンの原稿の前１／３には、経営学、販売術、商業サービスの論理が展開されていて（別紙）、そこには、“神に仕えたり、聖職者が人に尽くすことがservice（奉仕)であったこの時代に、販売の心を表す“サービス”という概念を導入して、商取引における“サービス”の必要性とその効果を語ったものです。これがロータリー宣言を定める機構の委員長であったシアトル・クラブのＪ．ピンカムの心を捉え、

He profits most who serves best.

がこの年の大会宣言に採択されたのでした。
MINISTOCK　29
オレゴン州ポートランドで開催された第２回全米ＲＣ大会では、コロンビア川の船上遊覧が催され、参加者は景色を楽しみながらスピーチを聴きました。そこで語られたミネアポリスＲＣ会長・B.F. コリンズのスピーチが全文The National Rotarian誌に掲載されて残されています。

〔要約〕
(1)自己の利益が得られると思って入会してくる人たちは間違っていて、それはロータリーではありません。ミネアポリス・クラブによって採用され、創立当初から定着している原則は“Service, Not Self（私利・私欲でないサービス）”です。

(2)会員の関心を保つために毎週１回の例会を開くことにしました。

(3)例会の食券を毎週交代の販売係の事業所で販売します。会員は食券を買うために彼の所へ行き、そこで友人関係を深め、時には取引が成立します。

(4)このシステムに不満をもつ人には、Service、Not Selfが当クラブの方針であることを伝えます。

(5)新入会員には、親睦委員長が全会員を一人ずつ相互紹介し、握手し、話をして、友人になります。

これが新入会員をクラブに結びつける秘訣です。

MINISTOCK　30

全米ロータリー・クラブ連合会の目的条項には、シカゴ・クラブより継承した“会員の事業利益を増大する”という文言があり、会員間の商取引（相互扶助）が極めて盛んに行われていました。

連合会の中に、Local　Trading　Committee（地域商取引委員会）、Intercity Trading Committee（都市間商取引委員会）、National Trading Committee（全国商取引委員会）が設置されていました。ロータリアンという相互信頼を背景に、会員はクラブ内だけではなく、近隣クラブの、あるいは遠く離れたクラブのロータリアンとの間で積極的、有効的に商取引を行っていたのです。

　会員間の活発な商取引を示す根拠が、残された会員名簿の中に見られます。名簿にはクラブの代表者のほかは、会員の自宅住所や電話番号が掲載されていなくて、事業所名、事業内容、電話番号が記載されていて、いわば職業別電話帳（タウンページ）に相当するようなものだったようです。

